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「思いやりの根っこ」

帰りがけにいつも明るい園児の表情がくもっている。「どうしたの？」

と聞くと「もう○○ちゃんと遊ばない」とずばりいわれたという。その

言葉がひっかかり気持ちが少し落ち込んだのでしょう。ところがその子の翌朝の登

園時の晴れやかな表情。聞いてみると「もう別の友だちをつくることにした」と。

なんとたくましい。帰った後で家庭での親子のやりとりがうまくいったのか、自分

で気持ちを盛り返したのか。

子どもが「困った、助けて」と言えるのは、その子の自立につながる確かな成長

の証です。また言葉に出さなくも、困った表情が出せることも確かな成長です。そ

の困った仲間の様子に気付く子がいます。気付く先生がいます。そして一番子ども

が頼りにする親がいます。「あなたの悩みをママやパパは理解しようと毎日考えて

いるよ、がんばって」といつも語りかけてください。聞いていないようでも親の気

持ちは我が子の心に届いているものです。

私は教師になってすでに４０年以上が過ぎています。初心忘るべからずという諺

がありますが、「思いやりの心」を育てたいというのが変わらぬ教育信条です。ク

ラスという生活単位の中で、たとえ腕っ節が強くなくても、たとえうまく話せなく

ても、たとえ上手に仲間とかかわれなくても、誰でもクラスに安心していられる、

そんなクラスをつくりますと、毎年４月の学級初めに子どもたちに話していました。

果たしてそんなクラスが本当にできたのか。思い返せば気恥ずかしくなりますが、

今幼稚園で働いていていつも信念として思っていることです。

幼稚園では「思いやりの根っこ」を育てようとしています。人に優しくすること

が自然にできている園児がいます。満３歳も年少も年中も年長も関係ありません。

すごい子どもたちがいます。人に優しくできるのは、まず人に興味があるからです。

話しかけて目を向けてくる子は優しさの芽が育っています。幼児はまず大人とのコ

ミュニケーションを経て、それが子どもたちどうしのコミュニケーションへと育っ

ていきます。すでに年少クラスで女の子の関係性が豊かになっているクラスがあり

ます。

子どもたちと接していて、一番困るのは、いってることをわかってくれない場面

です。先日の事例をとりあげます。「仲間が丁寧に並べて楽しんでいるおもちゃを

何も言わずに足でけとばしています。」これはいけないといっても、何がいけない

のか話しても全く通じないのです。幼稚園では叱ります。園児のことを思って叱り

ます。でも叱ったことを全て保護者の皆様に伝えることはしません。なぜなら叱る

ことが私達の仕事で、きっとわかってもらえると信じて待つのが私達の仕事だから

です。担任はいつでも保護者の皆様の味方です。我が子のいたらなさは親であれば

大抵のことはわっかてることが多いですよね。だってこれから成長していくことな

のですから。 園長より



＊公認心理師の定期的な巡回相談があります。遠慮無く担任までご相談ください。

＊リサイクル回収日は、１７日（火）、１８日（水）となります。

６月の主な行事予定

2・月 衣替え・防犯訓練 11・水 園庭開放日

3・火 水遊び開始 13・金 年少親子で弁当会

4・水 園庭開放日・虫歯予防デ－ 18・水 園庭開放日

5・木 年少組園外保育（こどもの森）☂中止 24・火 個別面談（午前保育）

6・金 プール開き 25・水 個別面談（午前保育）・園庭開放日

7・土 保育参観日 26・木 個別面談（午前保育）

9・月 振替休日 27・金 個別面談（午前保育）

10・火 年長組警察署見学 30・月 ６月生まれ誕生会

野菜畑できあがり 田植え完了 あじさい咲きました

＊幼稚園の園庭が今まさに、梅雨のシーズンを迎えようとしています。

７月の主な行事予定

3・火 おばけ大会 11・金 夏祭り（午前保育）

4・金 プール終了 14・火 ７月生まれ誕生会（年中組）

7・月 七夕の会 15・水 ７月生まれ誕生会（年長組）

8・火 笹燃やし 17・木 学級懇談会

10・木 夏祭り（午前保育） 18・金 第１学期終業式


